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肥
塚
氏
は
、
石
見
国
那
賀
郡
小
石
見
郷
（
現
在
の
島
根
県
浜
田
市
周
辺
）
を
拠
点

に
活
動
し
た
い
わ
ゆ
る
土
豪
ク
ラ
ス
の
在
地
領
主
で
あ
る
。戦
前
に
編
纂
さ
れ
た『
那

賀
郡
史
』
に
は
、
武
蔵
国
大
里
郡
肥
塚
を
苗
字
の
地
と
し
、
武
蔵
七
党
の
丹
党
に
属

す
る
と
あ
る
が
、
確
実
な
史
料
で
動
向
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
文
明
年
間

以
降
で
あ
る
。主
家
は
石
見
国
の
有
力
国
人
で
あ
る
三
隅
氏
か
ら
福
屋
氏
と
変
遷
し
、

最
終
的
に
は
毛
利
氏
（
吉
川
氏
）
に
従
っ
て
い
る
。
関
ヶ
原
合
戦
後
も
石
見
国
に
留

ま
り
、
現
在
も
浜
田
市
に
続
い
て
い
る
。

　

肥
塚
氏
の
家
伝
文
書
（
中
世
分
）
は
後
掲
の
と
お
り
五
十
四
点
が
確
認
で
き
、
ま

と
ま
っ
た
量
が
残
る
石
見
国
の
土
豪
層
の
文
書
と
し
て
希
有
な
存
在
で
あ
る
と
と
も

に
、
戦
国
期
に
滅
亡
し
た
三
隅
氏
の
発
給
文
書
を
多
数
含
ん
で
い
る
こ
と
、
及
び
大

内
氏
被
官
沼
間
氏
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
点
か
ら
も
、
戦
国
期
の
石
見
国
地
域
の
政

治
・
社
会
構
造
を
研
究
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
は
、
ま
ず
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
島
根
県
史
編
纂
掛
（
当

時
）
が
謄
写
本
を
、
次
い
で
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
史
料
編
纂
所
が
影
写
本
を

そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て
い
る
。
近
年
で
は
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
史
料
編
纂
所

が
写
真
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
翻
刻
は
先
述
の
『
那
賀
郡
誌
』、
旧
『
島
根
県
史
』

第
六
巻
・
第
七
巻
及
び
『
大
日
本
史
料
』
等
で
さ
れ
て
い
る
が
一
部
に
留
ま
っ
て
い

る
上
、
島
根
県
史
編
纂
掛
の
謄
写
本
や
戦
前
の
翻
刻
に
は
誤
り
も
散
見
さ
れ
、
十
分

と
は
言
え
な
い
。

　

そ
こ
で
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
八
月
、
中
世
分
全
て
の
翻
刻
と
平
成
十
一

年
に
確
認
さ
れ
た
文
書
の
現
状
確
認
を
目
的
と
し
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
（
史
料
編

纂
所
一
般
共
同
研
究
）。そ
の
結
果
、封
紙
で
は
あ
る
が
中
世
史
料
が
新
た
に
一
点（
五

四
号
）
確
認
で
き
た
。
ま
た
島
根
県
史
編
纂
掛
の
調
査
で
確
認
さ
れ
な
が
ら
、
平
成

十
一
年
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
史
料
五
点
の
う
ち
一
点
を
再
発
見
す
る
こ

と
も
で
き
た
（
四
四
号
）。

　

各
文
書
の
内
容
を
解
説
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
近
年
紹
介
が
相
次
ぐ
石
見
の
中
世

文
書
群
と
あ
わ
せ
て
本
史
料
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

史
料
紹
介「

石
見
肥
塚
家
文
書
」
中
世
分
の
翻
刻
と
紹
介

倉　
　

恒　
　

康　
　

一
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伯　
　

徳　
　

哉

中　
　

司　
　

健　
　

一

西　
　

田　
　

友　
　

広

本　
　

多　
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目　
　

次　
　

謙　
　

一



東京大学史料編纂所研究紀要　第28号　2018年３月　（　 ）124

【
謝
辞
】

　

翻
刻
文
の
掲
載
に
同
意
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
の
肥
塚
健
二
・
由
美
子
ご
夫
妻
に
は

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
に
は
浜
田
市
教
育
委
員
会
川
本
裕
司

様
・
藤
田
大
輔
様
、
浜
田
市
高
佐
公
民
館
様
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
伊

藤
大
貴
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
所
属
は
当
時
）。

〔
註
〕

（
１
）　
「
肥
塚
」
の
読
み
に
つ
い
て
、
現
在
の
所
蔵
者
名
は
「
ひ
づ
か
」
だ
が
、
中
世
で
は

「
こ
い
つ
か
」
と
読
ん
で
い
る
（
二
一
号
文
書
、
二
六
号
文
書
ほ
か
）。

（
２
）　

大
島
幾
太
郎
『
那
賀
郡
史
』（
私
家
版
、
一
九
七
〇
年
、
著
述
完
成
一
九
四
〇
年
）。

（
３
）　

沼
間
氏
に
関
し
て
は
、
松
井
直
人
「
義
興
～
義
隆
期
大
内
氏
権
力
の
構
造
的
特
質

︱
大
内
氏
被
官
沼
間
氏
の
動
向
を
手
が
か
り
に
︱
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
二
、

二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
４
）　

島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
『
旧
島
根
県
史
編
纂
資
料　

中
世
筆
写
編
一
六
』
所
収
。

（
５
）　

請
求
記
号3071.73-23

。

（
６
）　

請
求
記
号6171.73-36

。

（
７
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
九
編
之
五
、
同
編
之
七
。
こ
れ
以
外
に
も
『
広
島
県
史　

古
代

中
世
資
料
編
Ⅴ
』（
広
島
県
、
一
九
八
〇
年
）、『
新
鳥
取
県
史　

資
料
編
古
代
中
世
１

古
文
書
編
下
』（
鳥
取
県
、二
〇
一
五
年
）、『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』（
益

田
市
・
同
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
）
で
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

数
点
の
紹
介
に
留
ま
る
。

【
凡
例
】

・
掲
載
は
編
年
順
と
し
、
年
次
比
定
が
困
難
な
も
の
は
月
日
順
と
し
た
。

・�

島
根
県
史
編
纂
掛
作
成
の
謄
写
本
で
の
み
確
認
で
き
た
文
書
も
、
そ
の
年
紀
に
従

い
掲
げ
、
史
料
名
に
「
謄
写
本
」
と
示
し
た
。

・
史
料
の
様
式
が
折
紙
・
小
切
紙
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
史
料
名
に
示
し
た
。

・
改
行
位
置
は
原
文
書
ど
お
り
と
し
た
。

・�

字
体
は
漢
字
・
か
な
を
問
わ
ず
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。
変
体
が
な
に

つ
い
て
は
、
ひ
ら
が
な
に
変
換
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
（
、）
及
び
並
列
点
（
・
）
を
施
し
、
読
解
の
便
宜
を
図
っ
た
。

・
塗
抹
さ
れ
た
箇
所
は
■
で
示
し
た
。

・�

見
せ
消
ち
箇
所
は
「
〝
」
で
、
合
点
は
「
〽
」
で
、
傍
注
は
（　

）
で
そ
れ
ぞ
れ

示
し
た
。

・
虫
損
・
欠
損
等
で
判
読
で
き
な
い
文
字
は
文
字
数
を
推
定
し
て
□
で
示
し
た
。

・�

端
裏
書
・
奥
書
は
上
下
に
「　

」
を
加
え
、
そ
の
位
置
に
従
っ
て
（
端
裏
書
）（
奥

書
）
と
傍
注
し
た
。

・
史
料
に
関
し
て
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
場
合
は
、
※
で
示
し
た
。

一
　
三
隅
豊
信
感
状
写
（
謄
写
本
）

今
度
よ
と
し
の
か
ん
せ
ん
太
刀
打
蒙
き
す
候
、

尤
し
ん
ひ
や
う
之
至
候
、
殊
留
守
之
事
候
、
祝
着

之
至
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

七
月
廿
一
日　
　

豊
信
（
花
押
影
）

　
　

恋
塚
三
郎
右
衛
門
殿

　
　
　

※�

寛
正
二
年
の
和
泉
国
淀
子
合
戦
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ひ
と
ま

ず
こ
こ
に
掲
げ
る
。

二
　
某
兼
能
契
約
状

　
　
（
二
引
両
カ
）

右
自
今
日
公
方
儀
存
候
間
、

名
字
進
之
候
上
ハ
、
善
悪

末
代
無
等
閑
申
可
承
候
、

若
惣
領
ニ
た
い
し
被
致

（
淀
子
カ
）
（
合

戦

カ
）

（
神

妙

カ
）

（
三
隅
）

（
マ
マ
）
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余
儀
を
候
者
、
其
時
名
字

可
為
伊
遍
者
也
、
為
後
日
契

状

如
件
、

　

文
明
弐
年
庚刀
八
月
十
四
日　

兼
能
（
花
押
１
）

　

肥
塚
左
衛
門
次
郎
殿

　
　
　

※
本
史
料
は
検
討
を
要
す
る
。

三
　
川
田
原
刑
部
右
衛
門
契
約
状
写
（
謄
写
本
）

長
通
次
郎
右
衛
門
と
沙
汰
仕
候
、
彼
沙
汰
を
ま

け
候
者
、
於
此
名
田
候
て
望
あ
る
ま
し
く
候
、

若
望
の
儀
申
候
者
、
御
せ
い
は
い
可
給
候
、
若
重

而
翫
た
ひ
い
た
し
候
者
、
し
ゝ
そ
つ
ゝ
を
た
つ

ね
候
て
、
御
制
は
い
可
給
候
、
其
時
是
非
儀
申
ま

し
く
候
、
仍
為
後
日
之
状
如
件
、

　

文
明
五
年
三
月
三
日　
　
　

形
部
右
衛
門
○

四
　
長
通
次
郎
衛
門
放
状
案

か
う
た
い
原
形
部
ゑ
も
ん
の
名

田
に
つ
き
候
て
、
沙
汰
仕
候
、
若
此
さ
た

に
ま
け
候
ハ
ヽ
、
ま
つ
た
い
彼
名
田
ニ
、

い
ろ
こ
ひ
あ
る
ま
し
く
候
、
も
し

く
わ
ん
た
い
申
候
ハ
ヽ
、
し
ゝ
そ
ん
〳
〵
を

た
つ
ね
候
て
、
ち
や
う
〳
〵
を
わ
た
し
、

御
せ
い
は
い
あ
る
へ
く
候
、
其
時
何
如

儀
あ
る
ま
し
く
候
、
仍
為
後
日
之
状
如

件　

た
い
け
つ
の
時
の
は
な
ち
状

文
明
五
年
三
月
三
日　
　
　

次
郎
衛
門
十

五
　
三
隅
氏
奉
行
人
某
信
厚
・
某
為
盛
・
三
浦
盛
種
連
署
奉
書
案

川
田
原
形
部
右
衛
門
名
田
之
内
、

長
通
次
郎
右
衛
門
論
所
事
、

被
聞
食
分
、
形
部
右
衛
門
可
渡

付
候
由
、
被
仰
付
候
、
無
相
違
長

通
恩
田
可
令
地
行
候
、
雖

然
諸
御
公
事
至
無
沙
汰
者
、
可

被
上
候
由
候
、
依
達
進
如
件
、

文
明
五
年
癸巳
三
月
十
二
日　
　
　

盛
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

為
盛

　

形
部
右
衛
門
所
へ　
　
　
　

  

信
厚

六
　
三
隅
貞
信
感
状
（
切
紙
）

「　
（
墨
引
）　

」

去
廿
三
日
夜
、
黒
河

但
馬
守
預
合
力
、

於
彼
城
百
姓
等

討
捕
粉
骨
旨

神
妙
至
候
、
猶
委
細

三
浦
三
郎
右
衛
門
尉
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

　

三
月
廿
九
日　

貞
信
（
花
押
２
）

　
　

肥
塚
左
衛
門
次
郎
殿

（
違
変
）

約

平
朝
臣

所〝
〝

（
成

敗
）

（
緩
怠
）

（
子
々
孫
々
カ
）

（
成

敗
）

（
川
田
原
）

（
マ
マ
）

（
略
押
）

（
川

田

原
）（
マ
マ
）（

末

代
）

（

緩

怠

）

（
子

々

孫

々
）

（
成

成
）

（

放

）
（
長
通
）

（
略
押
）

（
マ
マ
）（

マ
マ
）

（
マ
マ
）

（
三
浦
）

（
マ
マ
）

（
端
裏
切
封
）

（
盛
種
）

（
三
隅
）
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※�

三
隅
貞
信
の
活
動
時
期
か
ら
文
明
年
間
後
半
と
推
定
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ

に
掲
げ
る
。

七
　
三
隅
貞
信
感
状
（
小
切
紙
）

「　
（
墨
引
）　

」

萬
聚
寺
領
百
性
成
敗

砌
、
砕
手
忠
節
之
由
、
三
浦

民
部
丞
註
進
候
、
神
妙
至
候
、

彼
等
討
述
候
者
六
惜
候
処
、

即
時
討
留
候
事
、
誠
祝

着
不
過
之
候
、
今
度
之
動

無
比
類
候
、
粉
骨
儀
候
、

委
細
三
浦
三
郎
右
衛
門
尉
可
申
候
、

謹
言
、

　

七
月
十
二
日　

 

貞
信
（
花
押
３
）

　
　

肥
塚
左
衛
門
次
郎
殿

　
　
　

※�

三
隅
貞
信
の
活
動
時
期
か
ら
文
明
年
間
後
半
と
推
定
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ

に
掲
げ
る
。

八
　
某
避
渡
状
写

「
三
浦
五
郎
左
衛
門
殿
」

よ
三
名
之
事
、
計
会
ニ
よ
り
候
て
、

六
斗
の
ね
ん
く
無
沙
汰
依
申
候
ニ
、

あ
け
申
候
、
若
了
簡
候
ハ
ヽ
、
我
々
ニ
て
も

候
へ
、
又
ハ
余
る
ひ
ニ
て
も
候
へ
、
ね
ん
く

か
ん
ち
や
う
申
候
て
、
ほ
ん
そ
う
仕
、
わ
ひ

事
申
候
ハ
ヽ
、
御
ふ
ち
あ
る
へ
く
候
、

　

仍
あ
け
状
如
件
、

延
徳
元
年
三
月
十
日

三
浦
五
郎
左
衛
門
殿

九
　
某
避
状
写

　
「
三
浦
五
郎
右
衛
門
尉
殿
」

よ
三
名
之
事
、
計
会
ニ
よ
り
候
て
、

六
斗
の
ね
ん
く
無
沙
汰
申
候
に
よ
つ

て
、
あ
け
申
候
、
若
り
や
う
け
ん
候
ハ
ヽ
、

我
々
に
て
も
候
へ
、
又
ハ
よ
る
い
ニ
て
も
候
へ
、

ね
ん
く
か
ん
ち
や
う
申
候
て
、
ほ
ん
そ
う
仕
候
、

わ
ひ
事
申
候
ハ
ヽ
、
御
ふ
ち
あ
る
へ
く
候
、

　
　

仍
あ
け
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
足

　

三
浦
五
郎
左
衛
門
殿

延
徳
元
年
三
月
十
日

　
　
　

※
年
月
日
と
宛
所
の
位
置
は
原
文
の
マ
マ
。

一
〇
　
三
浦
五
郎
右
衛
門
避
渡
状
案

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
五
郎
右
衛
門
尉

　
　

河
上
三
郎
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

御
ふ
ち
候
在
所
之
事
、
よ
三
名
く
つ

し
候
て
、
三
反
の
分
代
壱
貫
三
百
文

ニ
て
渡
申
候
、
今
日
よ
り
御
請
取
あ
る

へ
く
候
、
此
名
田
之
事
者
、
六
斗
の
ね
ん

（
端
裏
切
封
）

（
マ
マ
）

（
盛
定
）

（
延
）

（
借
）

（
盛
種
）

（
三
カ
）

（
三
隅
）

（
端
裏
書
）（

年

貢
）

二
年（

類
）

（

勘

定

）

（
奔

走
）

（
侘
）

（
扶
持
）

（
端
裏
書
）

（
年
貢
）

二
年

（

了

簡

）

（
余
類
）

（
年
貢
）（

勘

定

）

（
奔
走
）

（
侘
）

（
扶
持
）（

マ
マ
）

（
端
裏
書
）

（
扶
持
）

（

年
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く
二
年
無
沙
汰
依
申
候
ニ
、あ
け
申
候
、

其
方
へ
若
取
つ
き
候
て
、
わ
ひ
事
共
候
者
、

ね
ん
く
か
ん
ち
や
う
候
て
、
被
渡
候
つ
る
哉
、

其
方
の
し
ん
た
ひ
ニ
て
候
、
為
其
あ
け

状
を
そ
ゑ
候
て
渡
申
候
、

延
徳
三
年
正
月
廿
日

か
わ
上
三
郎
衛
門
殿

一
一
　
郷
田
原
屋
敷
納
所
注
文

　
「

　
　
　

三
郎
衛
も
ん
と
の
へ
」

　

か
う
田
は
ら
屋
し
き
の
物
、

一
、
二
人
の
な
ん
し
よ
籾
春
四
貫
文
、

一
、
よ
し
名
な
ん
し
よ
、

　
　

米
一
石
一
斗
八
升
二
合
、

　
　

か
ゝ
り
用
と
う
三
百
文
、

一
、
に
ん
そ
く
五
日
、

　
　

河
上
三
郎
衛
も
ん
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
筑
後
（
花
押
４
）

　
　
　

※
前
号
文
書
の
宛
所
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
掲
げ
る
。

一
二
　
三
隅
興
信
感
状
（
小
切
紙
）

依
今
度
之
弓
箭

不
慮
之
子
細
、
至
芸

州
廿
日
市
取
退
候

処
、
給
人
申
合
、
小
石

見
三
子
山
支
居
候
、

無
比
類
忠
節
候
、
於

向
後
弥
々
可
抽
粉

骨
者
也
、
仍
感
状
如
件
、

十
月
二
日　

興
信
（
花
押
５
）

　
　

肥
塚
三
郎
右
衛
門
尉
殿

一
三
　
三
隅
興
信
感
状
（
小
切
紙
）

去
十
四
日
長
浜
へ
手
遣
の

時
、
中
原
城
に
お
ひ
て
吉
動

仕
、
つ
ふ
て
一
ヶ
所
、
は
し
ら
か
し

一
ヶ
所
、
弐
ヶ
所
蒙
疵
候
、

神
妙
候
、
於
以
後
も
心
か
け

忠
節
か
ん
用
候
、
仍
感

状
如
件
、

　

十
一
月
十
六
日　

興
信
（
花
押
６
）

　
　
　
　
　

肥
塚

　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
次
郎
殿

一
四
　
三
隅
興
兼
感
状
（
小
切
紙
）

「　
（
墨
引
）　

」

野
田
小
二
郎
被
官

鴨
瀬
小
三
郎

討
捕
頸
持
候
、

神
妙
之
至
候
、

委
細
三
浦
加
賀
守

貢
）

（
侘
）

（
年

貢
）（

勘

定

）

（

進

退

）

（
添
）

（
河
上
）

（
端
裏
書
）

河
上

（
川
田
原
）

（

納

所

）

米
田
三
反
の
ま
へ
、

月
ニ

（

人

足

）

明
応
八
年

（
三
隅
）

（
肝
要
）

明
応
八

（
三
隅
）

（
端
裏
切
封
）（

盛
定
）
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か
た
よ
り
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

壬
十
一
月
十
八
日　

興
兼
（
花
押
７
）

　

肥
塚
三
郎
右
衛
門
尉
殿

一
五
　
三
隅
興
兼
書
状
（
小
切
紙
）

「　
（
墨
引
）　

」

謀
叛
者
共
之
事
、

緩
怠
重
畳
候
間
、

至
鳥
屋
尾
一
陣

取
付
、
則
時
加
対
治
候
、

先
以
祝
着
候
、
各

長
浜
迄
罷
出
候
之
由

申
候
、
辛
労
之
至
候
、

何
時
も
就
此
方
用
所
者

聞
懸
ニ
相
動
候
ハ
ヽ
、
可

為
忠
節
候
、
恐
々
謹
言
、

壬
十
一
月
十
九
日　

興
兼
（
花
押
８
）

　

小
石
見
給
人
中

一
六
　
長
岡
具
忠
一
字
書
出

　
　
　
　
　
　

忠

　
　

永
正
六
年
二
月
九
日　
　
　
　

具
忠

　
　
　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

一
七
　（
肥
塚
カ
）
吉
久
譲
状

「　

譲
状　
　

左
衛
門
三
郎
殿　
　
　

吉
久　

」

譲
渡
候
所
領
之
事

右
彼
在
所
者
、
青
原
ニ
百
姓
二
人
之
納
所
、
春
秋
ニ
弐
貫
充

両
名
よ
り
四
貫
文
な
り
、
一
年
中
之
人
足
十
七
日
、
同
所
ニ
浮
田
五

段
文
銭
弐
貫
文
・
段
銭
五
百
文
、
又
郷
内
ニ
与
次
名
之
内
八
百
前
、

い
て
の
屋
敷
奥
之
弐
百
前
、
迫
之
小
田
山
畠
共
ニ
惣
辻
七
貫

五
百
文
な
り
、　

公
方
へ
指
出
者
四
貫
弐
百
文
な
り
、
御
段

銭
ハ
屋
敷
を
不
持
候
と
て
悉
皆
御
免
許
な
り
、
左
候
間
我
々
か
つ

命
つ
き
ニ
此
内
お
青
原
よ
り
春
四
百
八
十
文
・
秋
四
百
八
十
文
、
又

与
次
名
之
内
八
百
前
、
以
上
壱
貫
七
百
六
十
文
可
取
候
、
又
此
所

領
之
内
、
謂
所
と
申
候
て
五
百
田
一
段
、
小
屋
敷
一
、
肥
塚
太
郎
衛
門
方
之

知
行
候
、
彼
俣
ニ
ハ
一
年
ニ
料
足
弐
百
文
、
年
始
歳
末
之
礼

仕
候
、
此
前
少
も
無
沙
汰
候
ハ
ん
時
ハ
、
可
放
取
候
、
其
外
悉
皆
た
ん
ふ
も

不
残　
　

御
判
之
物
共
ニ
悉
譲
渡
候
所
実
也
、
御
奉
公
懇
々

申
候
て
知
行
可
仕
事
、
可
有
肝
要
者
也
、
仍
為
後
日

譲
状
如
件
、

　
　

永
正
九
年
壬申
十
月
五
日　
　

吉
久
（
花
押
９
）

　
　
　
　

左
衛
門
三
郎
殿

一
八
　
三
隅
興
兼
感
状
（
小
切
紙
）

去
月
廿
六
日
、
益
田
領
地

至
金
山
要
害
手
仕
候
処
、

彼
城
切
懸
、
剰
被
鑓
疵

数
ケ
所
、
無
比
類
動
、
一
段

神
妙
候
、
於
已
後
弥
可
抽

（
永
正
三
年
）

（
三
隅
）

（
端
裏
切
封
）

（
退
治
）

（
永
正
三
年
）

（
三
隅
）

長
岡
修
理
進

（
端
裏
書
）

（
分
）

（
役
）

（
マ
マ
）

（
肥
塚
カ
）

（
肥
塚
カ
）
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軍
忠
事
、
肝
要
候
者
也
、

仍
感
状
如
件
、

　
　

二
月
二
日　

興
兼
（
花
押
10
）

　
　
　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

一
九
　
西
尾
宗
茂
奉
書

　

打
渡
申
田
之
事

　
　

合
五
段
分
銭
弐
貫
文
定
也
、

　
　
　
　
　
　
　

右
田
之
在
所
者
、
か
う
さ
弐
段
、
そ
り
田
名
之
内

ほ
そ
谷
の
内
ミ
や
こ
か
い
地
弐
反
、
三
子
山

の
お
く
ひ
壱
反
、
こ
れ
ハ
粟
原
五
反
田
之

御
か
わ
り
と
し
て
御
遣
候
、
早
可
有
御
知

行
候
、
仍
執
達
如
件
、

　

永
正
十
弐
年
乙亥
三
月
三
日　
　
　
　
　

宗
茂
（
花
押
11
）

　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

「　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿　
　
　
　
　
　

西
尾　

」

二
〇
　
肥
塚
忠
久
言
上
状
（
請
文
）
案

小
石
見
之
内
粟
原
五
段
田
之
事
、
就

御
用
代
所
五
段
同
前
郷
内
被
下
候
条
、

か
の
五
段
田
之
事
、
自
今
以
後

是
非
之
儀
不
可
申
上
候
、
此
由
可
然
様
、

可
預
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　

三
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

■
久

　
　
　

※
前
号
文
書
に
対
す
る
請
文
カ
。

　
　
　

※
本
史
料
、
宛
所
を
欠
く
。

二
一
　
養
真
庵
く
わ
ん
き
ん
打
渡
状

「　

肥
塚
右
京
亮　

」

う
ち
渡
申
候
田
之
事　

こ
い
つ
か
分

　
　
　

合
五
た
ん
渡
申
候
事
実
也
、

此
内
か
う
さ
二
た
ん
、
ほ
そ
た
に
分
三
た
ん
、

さ
い
し
よ
ハ
ミ
や
こ
か
い
ち
二
た
ん
、
三
子
山
お
く
ひ

一
た
ん
、
此
前
ち
き
や
う
あ
る
へ
く
候
、
仍
状
如
件
、

　
　
　

永
正
十
二
年
き
の
と
の

ヰ　
　

三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ
ん
き
ん
（
花
押
12
）

　
　
　
　
　
　

左
衛
門
三
郎
殿　
参

二
二
　
養
真
庵
く
わ
ん
き
ん
打
渡
状
案

「　

肥
塚
右
京
亮　

案
文　

」

う
ち
渡
申
田
之
事　

こ
い
つ
か
分

　
　

合
五
段
渡
申
所
実
也
、

此
内
か
う
さ
二
段
、
ほ
そ
た
に
分
三
た
ん
、
在
所
ハ

ミ
や
こ
か
い
ち
二
段
、
三
子
山
や
ま
の
て
壱
段
、

此
前
可
有
知
行
候
、
仍
状
如
件
、

永
正
十
二
年
き
の
と
の

ヰ

三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ
ん
き
ん
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

　
　
　

※
前
号
文
書
の
案
文
カ

二
三
　
三
隅
興
兼
安
堵
状

石
州
那
賀
郡
小
石
見
郷

之
内
、
親
三
郎
右
衛
門
尉
給
分
之
事
、

永
正
十
二
年

（
三
隅
）

（
高
佐
）

（
細
谷
）

西
尾
新
左
衛
門
尉

（
奥
ウ
ハ
書
）

永
正
十
二

肥
塚
左
衛
門
三
郎

忠

（
端
裏
書
）

（

肥

塚

）

（
高
佐
）

（

細

谷

）

（

在

所

）

（

知

行

）

や
う
し
ん
あ
ん

（
養

真

庵
）

肥
塚

（
端
裏
書
）

（

肥

塚

）

（
高
佐
）

（

細

谷

）

や
う
し
ん
庵

（
養

真
）

（
肥
塚
）



東京大学史料編纂所研究紀要　第28号　2018年３月　（　 ）130

無
相
違
当
知
行
之
分
申
付
候
、

諸
役
等
無
無
沙
汰
可
勤
仕

事
、
肝
要
候
、
仍
為
後
日
一
筆

如
件
、

　
　

三
月
十
五
日　

興
兼
（
花
押
13
）

　
　
　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

二
四
　
三
隅
興
兼
感
状
（
小
切
紙
）

今
度
至
古
和
要
害
、
牢

人
共
掛
籠
候
間
、
則
指
遣
諸

勢
之
処
、
自
益
田
後
巻
出
合
、

去
廿
六
日
合
戦
候
処
、
太
刀
打

蒙
疵
数
ケ
所
候
、
神
妙
之
至
候
、

弥
可
抽
軍
忠
者
也
、
仍
而

感
状
如
件
、

　

六
月
廿
八
日　

興
兼　
（
花
押
14
）

　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

二
五
　
肥
塚
定
久
書
状
案

「　

書
渡　

案
文　

」

為
以
後
壱
筆
と
ら
せ
候
、
仍
き
や
う
た
い

之
事
に
て
候
間
、
已
後
ま
て
も
懇
奉
公

候
ハ
ヽ
余
儀
有
間
敷
候
、
不
儀
致
候
ハ
ヽ

此
状
も
用
ニ
立
間
敷
候
、
田
津
之
事
ハ

お
き
の
し
も
の
二
反
前
、
同
た
き
の

三
反
田
、
合
而
五
反
文
可
致
扶
持
候
、
や
く

等
之
儀
ハ
、
京
や
く
の
儀
三
百
文
、
又
つ
く
し

や
く
の
時
二
百
文
、
ま
い
年
段
銭
百
文

本
走
あ
る
へ
く
候
、
年
春
歳
末
懇
に
い
た

す
へ
く
候
、
か
様
に
ハ
申
候
へ
共
、
不
儀
致
候
ハ
ヽ
、
此
儀
入

ま
し
く
候
、

　
　
　
　

永
正
十
二
年
き
の
と
の

ヰ

極
月
十
三
日　
　

定
久

進
上　
　

三
郎
右
衛
門
尉
殿　
参

二
六
　（
肥
塚
カ
）
吉
久
譲
状

「　

こ
い
つ
か　

左
衛
門
三
郎
と
の
へ　

進
之
候　

」

犬
次
郎
ニ
扶
持
候
分
、
お
き
の
し
や
う
の
田

た
き
□
三
百
田
、
合
五
百
文
と
ら
せ
候

上
者
、
京
役
三
百
文
、
つ
く
し
役
弐
百
文
、

段
銭
ま
い
年
百
文
可
致
本
走
候
、
此
上
に

犬
二
郎
何
か
と
申
候
共
、
此
分
よ
り
外
ニ
用
ニ

立
間
敷
候
、
其
上
不
さ
た
の
儀
候
ハ
ヽ
、
其
身

し
ん
た
い
ま
て
申
へ
く
候
、
年
春
歳
末

懇
□
申
さ
せ
候
へ
く
候
、
為
後
日
状
如
件
、

　
　

永
正
十
二
年
き
の
と
の

ヰ

十
二
月
十
三
日　

吉
久
（
花
押
15
）

　
　

左
衛
門
三
郎
殿　
　
　

　
　
　
進
之
候

二
七
　（
福
屋
カ
）
慶
兼
感
状
（
小
切
紙
）

　
「　
（
墨
引
）　

」

去
十
六
日
於
三
隅
洞
明
寺
山

初
合
戦
之
時
、
粉
骨
之
条

尤
神
妙
、
何
様
追
而
可

永
正
十
二
年

（
三
隅
）

永
正
十
二
年

（
三
隅
）

（
端
裏
書
）

（

兄

弟

）

（
分
カ
）

（
役
）

（
役
）

（
筑
紫
）

（
役
）

（
毎
）

（
奔
）

肥
塚
左
衛
門
三
郎

肥
塚

（
端
裏
書
）

（

肥

塚

）

（
の
）

（
筑
紫
）

（
毎
）

（
奔
）

（
マ
マ
）

（
沙
汰
）

（
進

退
）

（
に
）

（
肥
塚
カ
）

肥
塚

（
端
裏
切
封
）
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令
褒
美
候
、
恐
々
謹
言
、

　

四
月
廿
二
日　

慶
兼
（
花
押
16
）

　
　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿

二
八
　
山
根
信
恵
百
姓
打
渡
状

　

わ
た
し
申
候
百
性
之
事

一
所
あ
を
は
ら
も
り
わ
き
名
之
事
、

　

為
御
給
地
無
相
違
御
知
行
あ
る
へ
く
候
、

　

仍
打
渡
申
状
如
件
、

　
　
　
　
　

六
月
廿
四
日　
　

信
恵
（
花
押
17
）

　
　
　
　

肥
塚
右
京
助
殿

二
九
　
山
根
信
恵
百
姓
打
渡
状
案

「　

肥
塚
右
京
亮　
　

案
文　

」

　
　
　

打
渡
申
百
性
之
事

一
所
青
原
森
脇
名
之
事
、

　

為
御
給
地
無
相
違
可
有
御
知
行
候
、
仍
打
渡
状
如
件
、

　
　
　
　
　

 

六
月
廿
四
日 　
　
　
　
　

信
恵
在
判

　
　
　
　
　
　
　

肥
塚
右
京
亮
殿

　
　
　

※
本
史
料
は
三
一
号
文
書
と
一
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

三
〇
　
山
根
信
恵
百
姓
打
渡
状

　

打
渡
申
百
性
之
事

一
所
青
原
こ
う
た
い
原
名
之
儀
、
重
而

　

御
愁
訴
に
よ
つ
て
御
扶
持
候
、
無
相
違

　

可
有
御
知
行
候
、
能
々
御
馳
走
肝
要
候

　

之
由
被　

仰
出
候
、
仍
打
渡
状
如
件
、

　
　

享
禄
四
年
七
月
廿
八
日　
　
　

信
恵
（
花
押
18
）

　
　
　
　

肥
塚
右
京
亮
殿

三
一
　
山
根
信
恵
百
姓
打
渡
状
案

　
　
　

打
渡
申
百
性
之
事

一
所
青
原
こ
う
た
い
原
名
之
儀
、
重
而
依
御
愁
訴

　

御
扶
持
候
、
無
相
違
可
有
御
知
行
候
、
能
々
御
馳

　

走
肝
要
候
之
由
被　

仰
出
候
、
仍
打
渡
状
如
件
、

　
　
　
　
　

七
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　

信
恵　

在
判

　
　
　
　
　
　
　

肥
塚
右
京
亮
殿

　
　
　

※
本
史
料
は
二
九
号
文
書
と
一
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

三
二
　
三
隅
興
信
感
状
（
小
切
紙
）

今
日
九
日
瀬
戸
し
ま
へ

て
き
取
懸
候
、
其
処
に
為
後

巻
か
け
あ
わ
せ
よ
き
矢
仕
、

敵
射
取
候
、
神
妙
候
、
弥
々

忠
節
か
ん
用
候
、
仍

感
状
如
件
、

　

十
一
月
九
日　

興
信
（
花
押
19
）

　
　
　
　
　
　

三
郎
右
衛
門
尉
殿

　
　
　

※�

年
未
詳
文
書
だ
が
三
隅
氏
の
勢
力
が
小
石
見
地
域
に
及
ば
な
く
な
る
天
文

一
〇
年
代
以
前
の
史
料
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　

追
記
参
照
。

永
正
十
五
年
戊刀

（
福
屋
）

（
マ
マ
）

（

青

原

）（

森

脇

）

享
禄
四
年

山
根
修
理
進

（
忠
保
）（

亮
）

（
端
裏
書
）

（
マ
マ
）

享
禄
四
年

山
根
修
理
進

（
忠
保
）

（
マ
マ
）

（
川
田
原
）

山
根
修
理
進

（
忠
保
）

（
マ
マ
）

（
川
田
原
）

享
禄
四
年

山
根
修
理
進

（
忠
保
）

（
瀬
戸
島
）

（
敵
）（

肝
要
）

（
三
隅
）

肥
塚
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三
三
　（
沼
間
興
国
家
臣
）
国
憲
・
国
貞
・
種
貞
連
署
奉
書
（
折
紙
）

　

石
州
那
賀
郡
小
石
見
郷

　

内
森
脇
名
五
段
分
銭
壱
貫
五

　

百
文
、
高
太
原
名
分
銭
壱

　

貫
五
百
文
、
浮
田
弐
段
こ
う
さ

　
　

　

分
銭
七
百
文
、
同
壱
段
三
子
山

　
　

　
尾
頸

　
　

分
銭
三
百
文
、
以
上
四
貫

　

文
分
事
、
享
禄
四
、
三
隅
衆

　

山
根
修
理
進
符
中
養
真
庵

　

打
渡
之
前
、
興
国
被
見
候
、
仍
先

　

可
有
知
行
之
由
候
、
注
進
被
申
候
間

　

定
而
可
被
成　

御
下
知
候
、

　
　

九
月
十
七
日　

国
憲
（
花
押
20
）

　
　
　
　
　
　
　
　

国
貞
（
花
押
21
）

　
　
　
　
　
　
　
　

種
貞
（
花
押
22
）

　
　
　

肥
塚
右
京
亮
殿

三
四
　（
沼
間
興
国
家
臣
）
国
意
・
国
貞
・
種
貞
連
署
奉
書
（
折
紙
）

　

石
州
小
石
見
郷
忠
保
給

　

地
内
浮
田
弐
段
下
高
浦

　
　
　

分
銭

　

七
百
文
、
同
壱
段
は
ら

　
　

分
銭
三
百

　

文
、
同
小
神
證
庵
ノ
前

　
　
　
　

分
銭
百
文
、

　

以
上
壱
貫
百
文
目
事
、
去

　

年
雖
被
書
載
差
出
、
証
文

　

無
出
帯
之
条
、
被
押
置
之
処
、
以

　

一
通
愁
訴
之
趣
旧
冬
興
国

　

注
進
有
披
露
、
被
成　

御

　

心
得
之
由
、
宗
長
・
隆
兼
・
隆
輔

　

奉
書
并
注
文
三
人
裏
封
到
来
候
之
条
、

　

打
渡
申
所
如
件
、

　
　

三
月
十
日　

国
憲
（
花
押
23
）

　
　
　
　
　
　
　

国
貞
（
花
押
24
）

　
　
　
　
　
　
　

種
貞
（
花
押
25
）

　
　

肥
塚
右
京
進
殿

三
五
　
肥
塚
忠
保
給
分
坪
付
注
文

　
　
　
　

給
分
坪
付

　

壱
所
も
り
わ
き　
　
　

納
所
壱
貫
五
百
文

　

壱
所
こ
う
た
い
原　
　

納
所
壱
貫
五
百
文

　

壱
反
代
三
百
文

　

弐
反
代
八
百
文

　

壱
所
代
百
文

　

弐
反
代
六
百
文

　

半
代
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
　
　

 

四
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

忠
保
（
花
押
26
）

三
六
　
肥
塚
忠
保
給
分
坪
付
注
文

　
　
　
　

給
分
坪
付
之
事

　

壱
所
森
脇　
　
　
　
　
　

納
所
弐
貫
文
年
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
料
足
五
十
□

（
信
恵
）
（
府
）

（
沼
間
）

天
文
十

（
忠
保
）（

肥
塚
）

（
護
）

（
沼
間
）

（
杉
興
重
）（
弘
中
）
（
龍
崎
）

天
文
拾
壱
年（

忠
保
）（亮
）

（

森

脇

）

（

川

田

原

）

原
田

こ
う
さ

（
高
佐
）

神
こ
庵
前

（
神
護
）

と
の
こ
う

山
手

天
文
十
一
ミ
つ
の
へ

と
ら

肥
塚
右
京
亮

（
文
カ
）
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屋
と
い
十
日

　

壱
所
か
う
た
い
原　
　
　

納
所
五
百
十
六
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
頭
五
十
文
、
屋
と
い
七
□

　

壱
所
弐
反
田　
　
　
　
　

納
所
四
百
八
十
壱
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ち
り
や
う
す
ミ
壱
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
頭
料
足
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
と
い
三
日

　

壱
所
堂
免　
　
　
　
　
　

天
役
春
秋
に
百
□

　

弐
反
代
壱
貫
百
文　
　
　

四
反
代
壱
貫
六
百
文

　

壱
反
代
六
百
文　
　
　
　

弐
反
代
壱
貫
百
文

　

壱
反
代
六
百
文　
　
　
　

以
上

　

小
田
弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
保
（
花
押
27
）

　

壱
反
代
三
百
文

　

壱
反
代
六
百
文

　

小
田

　
　

天
文
十
一
ミ
つ
の
へ

と
ら

四
月
十
四
日

　
　
　

※
肥
塚
右
京
亮
忠
保
の
署
判
の
位
置
は
原
文
の
マ
マ
。

三
七
　
岡
本
兼
貞
契
約
状

依
無
御
実
子
、
拙
者
子
之
松
法
師
丸

御
女
子
と
ゝ
う
へ
御
縁
之
儀
申
合
候
、
然
上
者

忠
保
任
一
通
之
旨
、
不
可
有
別
儀
候
、

松
法
師
丸
若
年
之
事
候
条
、
忠
保
御

同
居
御
雑
類
中
不
可
有
御
指
南

之
外
候
、
万
一
無
御
縁
候
者
、
御
給
地
者

と
ゝ
う
へ
相
そ
へ
兎
角
申
間
敷
候
、

自
然
実
子
御
座
候
者
存
分
不
能
申
候
、

仍
為
後
日
之
状
如
件
、

天
文
十
壱
年
壬刀
卯
月
十
六
日　
　
　

兼
貞
（
花
押
28
）

　

肥
塚
右
京
亮
殿　　
参

三
八
　
肥
塚
忠
保
書
状

「　

肥
塚
右
京
亮　

」

我
等
給
分
雖
以
差
出
申
候
、
原
壱
段
代
三
百
文
、

神
護
庵
之
前
代
百
文
、
右
両
所
依
無
証
文
不
致

出
帯
候
、
当
癸
之
儀
先
可
浮
置
之
通
承
候
、
存
其

旨
候
、
依　

上
意
之
旨
収
納
可
仕
候
、
雖
然
彼
在
所

無
相
違
様
御
披
露
奉
頼
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　

十
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　

忠
保
（
花
押
29
）

　

阿
川
与
三
左
衛
門
尉
殿

　
　
　

※
文
脈
か
ら
三
三
号
・
三
四
号
文
書
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る

三
九
　
肥
塚
忠
保
給
地
指
出
注
文
案

　
　

弐
反
分
銭　
　
　
　
　
　
　

八
百
文

　
　

壱
反
分
銭　
　
　
　
　
　
　

五
百
文

　
　

壱
反
分
銭　
　
　
　
　
　
　

四
百
文

　
　

壱
反
分
銭　
　
　
　
　
　
　

三
百
文

　
　

四
反
分
銭　
　
　
　
　
　
　

壱
貫
六
百
文

　
　

壱
反
分
銭　
　
　
　
　
　
　

弐
百
文

　
　
　
　
　
　
　

以
上

（
日
カ
）

（
文
カ
）

（

節

料

）（
炭
）

（
文
カ
）

原
田

と
の
こ
う

よ
こ
ま
く
ら

こ
う
さ

（
高

佐
）

ミ
そ
ゝ
へ

お
き
な
わ
て
そ
へ

肥
塚
右
京
亮

神
後
庵
前

（
護
）

三
子
山
や
ま
の
て

迎
口

（
肥
塚
）

（
マ
マ
）

岡
本
下
総
守

（
忠
保
）

（
端
裏
書
）

（
天
文
十
二
年
カ
）

（
天
文
十
二
年
カ
）

肥
塚
右
京
亮

こ
ふ
さ

（
高

佐
）

よ
こ
ま
く
ら

ミ
そ
ゝ
ゑ

三
子
山
や
ま
の
て

と
の
こ
う

た
き

〝 参
〝 百
〝 文
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壱
ヶ
所　
　
　
　
　
　
　
　

居
屋
敷

　
　

壱
ヶ
所　
　
　
　
　
　
　
　

分
銭
六
百
文

　
　

天
文
十
三
き
の
へ

た
つ

六
月
吉
日　

肥
塚
右
京
亮
給
地
内
指
出

四
〇
　
吉
川
元
春
書
状

今
度
宇
津
吹
在
番
申
付
候
、

羽
衣
石
以
一
着
之
上
弐
十
石
之

地
可
宛
遣
候
、
謹
言
、

　
　

十
二
月
八
日　

元
春
（
花
押
30
）

「　
（
墨
引
） 

肥
塚
与
四
郎
と
の
へ　

元
春　

」

四
一
　
吉
川
氏
奉
行
人
連
署
書
状
（
折
紙
）

　

今
度
宇
津
吹
在
番

　

儀
被
仰
付
候
、
然
間
其

　

方
給
地
反
銭
、
彼
在

　

番
之
間
、
可
有
御
免
候

　

由
候
、
弐
十
石
之
地
被
遣

　

候
ハ
ヽ
、
反
銭
之
儀
如

　

前
々
可
相
調
候
、
恐
々

　

謹
言
、

　

十
二
月
八
日　

春
房
（
花
押
31
）

　
　
　
　
　
　
　

春
種
（
花
押
32
）

　
　
　
　
　
　
　

春
澄
（
花
押
33
）

　
　
　
　
　
　

肥
塚
与
四
郎
殿

四
二
　
内
兼
豊
・
同
孫
七
郎
証
状
写
（
謄
写
本
）

く
い
か
瀬
名
末
代
共
ニ
預
ヶ
申
一
通
之
事

此
く
い
か
瀬
名
預
申
為
御
礼
籾
五
斗
入
ヲ
五
拾

俵
御
渡
候
、
勿
論
慥
請
取
申
候
、
此
名
役
目
之
儀

を
別
紙
ニ
一
ツ
書
を
以
書
立
候
て
渡
申
よ
り
外
ハ
、

毛
頭
六
ヶ
敷
事
ハ
申
間
敷
候
、
右
之
分
に
申
定
候

か
ら
ハ
、
譜
代
之
百
姓
に
定
置
候
上
者
、
徳
政
之

事
者
不
及
申
、
縦
乱
入
之
な
り
か
ハ
り
に
成
候

共
、
我
等
此
一
通
を
進
之
候
か
ら
ハ
、
内
之
忰
家

を
続
候
者
ハ
別
儀
有
間
敷
候
、
我
等
か
事
ハ
勿

論
子
孫
之
代
ま
て
も
此
名
と
り
は
な
し
候
ハ

ヽ
、
此
方
聊
爾
ニ
て
候
間
、
右
之
御
礼
五
十
俵
を
は

た
と
御
方
へ
渡
可
申
候
、
自
然
彼
名
之
内
少
も

田
畠
山
河
出
入
申
者
候
ハ
ヽ
、
此
一
通
を
以
御

方
御
せ
ん
そ
迄
も
聊
爾
有
間
敷
し
る
し
に
右

之
証
文
後
々
之
為
に
写
之
条
、
子
ニ
候
孫
七
郎

に
も
判
形
仕
ら
せ
候
、
仍
為
後
年
之
証
文
如
件
、

　
　

十
二
月
十
三
日　
　
　
　

兼
豊
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
七
郎

　
　
　
　
　

肥
塚
左
京
進
殿

四
三
　
繁
沢
元
氏
袖
判
繁
沢
氏
奉
行
人
連
署
打
渡
坪
付
写

石
州
小
石
見
之
内
打
渡
坪
付

　
　
　

合　
　
　
　
　
　
　
　

玉
林
領

原
田
、永
不

（
忠
保
）

（
伯
耆
国
）

（
伯
耆
国
）

（
天
正
八
年
カ
）

（
吉
川
）

（
奥
ウ
ハ
書
）

（
伯
耆
国
）

〝 之

天
正
八

桂
左（

桂
）

児
市（

児
玉
）

二
右（

二
宮
）

天
正
十
三
年

内
信
濃
守

同
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（
花
押
影
）

一
、
田
弐
反　
　

分
米
八
斗

一
、
田
壱
反
小　

分
米
五
斗

　
　
　

已
上
田
数
三
反
小

　
　
　

分
米
壱
石
三
斗
之
定

　
　
　

反
銭
壱
貫
文

一
、
屋
敷
村
君
之
内　

銀
や
屋
敷

　
　

付
畠
壱
枚

天
正
廿
年
十
二
月
九
日　
　

次
兵
衛　
　
　
　書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
前
守　
　
　
　書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
兵
衛　
　
　
　書
判

　
　
　
　

玉
林
庵

四
四
　
粟
原
孫
三
郎
書
状

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粟
原
よ
り

　
　

肥
塚
右
京
亮
殿　
　
　

　
　
　
参
御
報　
　
　
　

孫
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
郎
左
衛
門
尉　

」

　
　
　
　
　
　

返
々
申
入
候
、
去
年
事
一
円
め
さ
れ
す
候
、

　
　
　
　
　
　

お
ほ
し
め
し
候
て
、
御
さ
し
お
き
候
ハ
ヽ
、

　
　
　
　
　
　

可
畏
入
候
、
な
ん
と
御
詫
事
可
申
候
、

先
日
預
御
状
委
細
拝
見
申
候
、
去
年
秋
通
納
所

在
役
ニ
め
さ
れ
す
候
、
う
け
給
候
へ
と
も
福
屋
在
様
ニ

納
所
仕
候
、
其
上
に
て
も
其
方
よ
り
堅
御
催
促
承
候
間
、

う
ち
ま
い
と
し
て
最
前
料
足
弐
百
文
さ
ん
し
比
（
マ
マ
）

渡
申
候
、
其
後
其
方
へ
俵
物
三
・
料
足
四
百
文

進
候
、
こ
れ
ハ
誠
ニ
年
比
之
事
御
座
候
間
、

各
取
合
申
候
、
此
迄
事
何
と
う
け
給
候
と
も
御
詫
事

可
申
候
、
只
今
よ
り
一
途
調
候
ハ
ヽ
春
中
各
短
足

可
仕
候
、
去
年
儀
ハ
一
円
め
さ
れ
候
ハ
ん
お
ほ
し
候
て
、

御
扶
持
候
ハ
ヽ
、
各
可
為
目
出
度
候
、
此
上
ニ
て
も
於
御
分
別

候
て
皆
々
恐
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
三
郎
（
花
押
34
）

四
五
　
三
浦
盛
高
書
状

「
　
　
（
墨
引
）　

こ
い
□
か
殿　
　
　
　
　
　

盛
高　

」

　
　
　

お
な
し
く
こ
う
た
い
ハ
ら
も

　
　
　

御
請
取
あ
る
へ
く
候
、

　
　
　

よ
し
名
の
事
、
い
の
き
□

　
　
　

ち
き
や
う
可
有
候
、

中
太
郎
ヘ
ハ
つ
も
こ
り
の
日
か
な

ら
す
山
口
へ
御
立
あ
る
へ
く
候
、

明
後
日
廿
九
日
こ
れ
ま
て
御
越
候

候
へ
く
候
、
又
よ
し
名
の
事

く
つ
し
候
て
、
一
向
ニ
そ
な
た
へ
渡

申
候
、
何
か
と
四
郎
左
へ
も
ん
申
候
へ
共

上
意
に
て
候
間
、
御
請
取

か
ん
や
ふ
に
て
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

三
月
廿
七
日　
　

盛
□

四
六
　
三
浦
盛
直
書
状
写
（
謄
写
本
）

態
申
入
候
、
仍
吉
年
来
福
寺
半
済
之
分
ミ
や
う

（
繁
澤
元
氏
）

玉
林
ノ
ま
へ

桑
原
て
ん
ま
ノ
ま
へ　
　
　

柳
か
う
つ
分繁

澤
井
上

繁
澤

（
端
裏
書
）

（
端
裏
書
）

（
つ
カ
）

三
浦
五
郎
左
へ
も
ん

（
川
田
原
）

（
知

行
）

（
マ

マ
）

（
衍
）

（

肝

要

）

（
去
カ
）
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ね
ん
田
与
申
在
所
一
段
御
扶
持
候
、
彼
在
所
来

福
寺
半
済
之
内
に
て
ハ
無
御
座
候
、
然
間
色
々

子
細
被
申
付
候
而
、
そ
れ
へ
ハ
た
ひ
所
被
仰
付

候
、
下
口
浦
ニ
あ
け
所
御
座
候
、
一
段
二
反
被
仰

付
候
、
ミ
や
う
ね
ん
田
事
来
福
寺
へ

御
返
候
、
委

細
後
藤
勢
兵
衛
方
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

五
月
二
日　
　

盛
直
（
花
押
影
）

「　
　
（
墨
引
）

　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿　
　
　

　
　
　
御
宿
所　
　

盛
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

四
七
　
中
倉
へ
い
帳
注
文
案

　
　
　

中
倉
へ
い
帳
之
事

　

先
、

　
　

五
一

ハ
吉
光
分

　
　
　
　
　

　
　

多
陀
寺

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

道
場

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

こ
ま
と
う

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

大
宮
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
久
寺

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

願
成
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
つ
さ
う
坊

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

来
福
寺

　
　

間
中　

一
け
ん　
　

東
条
淡
路
守

　
　

間
中　
　
　
　
　
　

東
条
次
郎
左
衛
門

　
　

間
中　
　
　
　
　
　

関
孫
三
郎

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

長
岡
修
理
進

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
豊
前
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
孫
左
衛
門

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
彦
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
孫
六

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

千
代
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゝ
ミ
孫
三
郎

　
　

壱
　
　
　
　
　
　

江
上
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
前
寺

　
　

一

間
中　
　
　
　

伊
賀
守

　
　

間
中　
　
　
　
　
　

渡
辺
三
郎
兵
衛

　
　

間
中　
　
　
　
　
　

別
所

　
　

間
中　
　
　
　
　
　

兵
部
左
衛
門

　
　
　
　
（
こ
の
間
数
行
空
白
）

　
　

間
中　
　
　
　
　
　

さ
ゝ
き
四
郎
右
衛
門

四
八
　
肥
塚
家
文
書
目
録

天
正
十
三
年

　
　
　

十
二
月
十
三
日　
　

兼
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
七
郎

享
禄
四
十
一
月

　
　
　
　
　

廿
四
日　
　
　

信
恵

永
正
十
二
三
月

　
　
　
　
　

十
五
日　
　
　

興
兼

文
明
二
年

　
　
　

丑
八
月
十
四
日　
　

兼
能

（
代
所
）

可
有

（
三
浦
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
カ
）

三
浦
土
佐
守

〝 六

（
護
摩
堂
）

〝 弐〝
〝

〽

〽

〽

〽〽

〽

〽〽

〽

〽〽〽

〽二〝

〝
〝

〽

■〽

〽
内
信
濃
守

同

（
六
）

山
根
修
理
之
進

（
三
隅
）

（
寅
）
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永
正
二
年　
　
　
　

西
尾
新
左
衛
門
尉

　
　
　

亥
三
月
三
日

永
正
十
一
年

　
　
　

二
月
九
日　
　
　
　

具
忠

明
応
八
年　
　
　
　

興
信

　
　

十
一
月
十
六
日

永
正
十
五
年　
　
　
　

慶
兼

　
　
　

丑
四
月
廿
二
日

応
仁
二
年　
　
　
　
　

豊
信

　
　

七
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
重

　
　
　
　
　
　
　

三
浦
筑
後

天
文
拾
壱
年　
　
　
　
　

兼
貞

　
　
　
　

卯
月
十
六
日

　
　
　

※
応
仁
二
年
の
文
書
は
原
本
・
謄
写
本
と
も
確
認
で
き
な
い
。

四
九
　
三
隅
興
兼
書
状
（
封
紙
の
み
）

「　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿　

興
兼　

」

　
　
　

※
以
下
は
封
紙
が
本
紙
と
別
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
対
応
関
係
が
不
明
。

五
〇
　
三
隅
興
兼
書
状
（
封
紙
の
み
）

「　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿　

興
兼　

」

五
一
　
三
隅
興
兼
書
状
（
封
紙
の
み
）

「　
　

小
石
見
給
人
中　

興
兼　

」

　
　
　

※
一
五
号
文
書
の
封
紙
カ

五
二
　
某
書
状
（
封
紙
の
み
）

「
　
　
　
　
　
　

三
郎
右
衛
門
尉
殿　

」

五
三
　
三
隅
興
兼
書
状
（
封
紙
の
み
）

「　
　

肥
塚
三
郎
衛
門
尉
殿　

興
兼　

」

五
四
　（
福
屋
カ
）
慶
兼
書
状
（
封
紙
の
み
）

「　
　

肥
塚
左
衛
門
三
郎
殿　

慶
兼　

」

　
　
　

※
二
七
号
文
書
の
封
紙
カ

追
記

　

三
隅
興
信
の
興
兼
へ
の
改
名
は
一
四
・
一
五
号
文
書
に
よ
り
永
正
三
年
閏
十
一
月

十
八
日
以
前
で
あ
り
、
三
二
号
文
書
は
永
正
三
年
以
前
の
文
書
と
な
る
。

（
十
二
）

（
六
）

長
岡
修
理
進

（
三
隅
）

（
福
屋
）

（
寅
）

（
三
隅
）

三
浦
土
佐
守

岡
本
下
総
守

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
三
隅
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
三
隅
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
三
隅
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

肥
塚

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
三
隅
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
福
屋
カ
）
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「
石
見
肥
塚
家
文
書
」
花
押
集

１．某兼能

５．三隅興信

９．（肥塚カ）吉久

13．三隅興兼

２．三隅貞信

６．三隅興信

10．三隅興兼

14．三隅興兼

３．三隅貞信

７．三隅興兼

11．西尾宗茂

15．（肥塚カ）吉久

４．三浦筑後

８．三隅興兼

12．養真庵くわんきん

16．（福屋カ）慶兼
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17．山根信恵18．山根信恵19．三隅興信20．某国憲（右）
21．某国貞（中）
22．某種貞（左）

26．肥塚忠保27．肥塚忠保 23．某国憲（右）
24．某国貞（中）
25．某種貞（左）

28．岡本兼貞

29．肥塚忠保30．吉川元春31．桂春房（右）　
32．児玉春種（中）
33．二宮春澄（左）

34．粟原孫三郎


